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ゲノムワイドCRISPRスクリーニングにより特定された
Hepatitis B Virus感染の宿主依存因子

近年、ゲノムワイドCRISPRスクリーニング手法による宿主因子の同定がウイ
ルス学領域で注目を浴びている。今回、未知のHBV宿主依存性因子を同定する
ことを目的にゲノムワイドloss-of-function CRISPRスクリーニングを行った。
はじめに蛍光タンパク質RFP遺伝子をゲノムに組み込んだHBVレポーターウイ
ルス(HBV-RFP)を開発した。ScreeningによりHBV感染の宿主依存因子として
上位100遺伝子の中から肝細胞で発現を認める63遺伝子を決定した。さらに初
代ヒト肝細胞を用いてsiRNAによるノックダウンとHBV感染実験を行い、複数
のHBVプロウイルス遺伝子を絞り込み、未知の新たな因子を見つけた。ゲノム
ワイドCRISPRスクリーニングは新規に開発したHBVレポーターウイルス
（HBV-RFP）を用いることにより、HBVにおいても網羅的な宿主因子の特定に
強力な効果を発揮した。
本セミナーでは上記の研究を中心に、レポーターウイルスを用いた新たな取

り組みについても概説する。
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